
 

教科「日本語」 

 

第３学年 年間指導計画 R7 

 

月 領

域 

単元と教材 学 習 内 容 

５ 

 

哲

学 

「論理の力」を

考える 

 

●さまざまな物事について考えたり議論したりするときに必要な「論理の力」つ

いて考える。 

●接続表現に注意して、論理的に文章を記述する。 

６ 哲

学 

人との 

かかわりに 

ついて考える 

●友達とはどのような存在か考え、互いを認め尊重しあえるような関係をどのよ

うに築いていくべきか考える。 

 

９ 

 

 

日

本 

文

化 

 

 

「楽」 

－楽しむ 

●伝統的な舞台芸術としての歌舞伎についての知識を得る。 

●歌舞伎独特の表現について調べて発表し、実際に歌舞伎を鑑賞することを通し

て、日本の舞台芸術への理解を深める。 

 

 

 

 

 

10 

日

本 

文

化 

 

 

 

「住」－住む 

 

●伝統的な住まいには自然を暮らしに取り入れる工夫がなされていることを知る

。 

●日本の住まいが自然との接点を大切にし、自然を生かした工夫や住まいの素材

に応じた工夫がなされていることなどについて調べる。 

●これからの住まいについての考え、大切にしていきたいことなどをまとめて発

表する。 

●修学旅行で、寺社仏閣を訪ねながら、「住」について考え、まとめる。 

哲

学 

 

生きることに

ついて考える 

 

●言葉の力の大きさを感じながら、生きることのすばらしさについて考える。 

●「積極的に生きること」について自分の考えをまとめ、他者の意見に触れるこ

とで自らの考えを深める。 

 

 

 

 

 

11 

 

 

哲

学 

 

自然とともに

生きることを

考える 

●日本人は、自然をどのように生かしてきたのかを考える。 

表

現 

 

 

「技」―作る 

●日本には古くから受け継がれている伝統的な「技」が数多くあることを知る。 

●日本の伝統的な技が、受け継がれるとともに、新たな創造の息吹を吹き込まれ

ていることについて学ぶ。 

12 表

現 

小論文を 

書こう 

●なぜ文章を書くことが大切なのかを考える。 

●小論文を実際に書くことで、自分の言葉を適切に表現する。 

 

 

 

1 

 

表

現 

自分について 

よりよく 

伝えよう 

●進学に向けた面接対策を通して、自分自身をよりよく伝える方法を 

考える。 

●他者と意見を交わす中で、どのように討論を進めていくべきかを理 

解し、自己の考えを深める。 

哲

学 

社会の 

一員として 

できること 

●世田谷区民の一人として自分は何ができるのか考える。 

●自分が社会の一員として、どのような役割を果たし、何ができる 

のかについて考える。 

 


